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山 口 県

保下宇土土土土公

（定期）報

○
告生生救土 毎

第 号

営
住
宅
の
構
造
及
び
戸
数
に
関
す
る

告成
二
十
五
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安

本
測
量
の
実
施
の
終
了
（
監
理
課
）

共
測
量
の
実
施
の
終
了
（
監
理
課
）

委
公
告

口
県
労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
員
候

安
林
予
定
森
林
（
森
林
整
備
課
）
…

関
都
市
計
画
道
路
の
変
更
（
都
市
計

部
都
市
計
画
及
び
山
口
都
市
計
画
下

砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
の
解
除
（

砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
（
砂
防
課

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
の
解

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
（
砂

営
住
宅
法
施
行
令
第
二
条
第
一
項
第

目

次

示活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
医
療
機

活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
施
術
者

急
病
院
で
な
く
な
っ
た
医
療
機
関
（

地
改
良
区
設
立
の
認
可
（
農
村
整
備

週
火
・
金
曜
日
発
行

告
示
の
一
部
改
正
（
住
宅
課
）
…
…
…

講
習
の
実
施
（
防
災
危
機
管
理
課
）
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

補
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

水
道
の
変
更
（
都
市
計
画
課
）
…
…
…

二
件
）
（
砂
防
課
）
…
…
…
…
…
…
…

）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

除
（
二
件
）
（
砂
防
課
）
…
…
…
…
…

防
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

四
号
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
数
値
に
関

関
の
指
定
（
厚
政
課
）
…
…
…
…
…
…

の
指
定
（
厚
政
課
）
…
…
…
…
…
…
…

地
域
医
療
推
進
室
）
…
…
…
…
…
…
…

課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

す
る
告
示
の
一
部
改
正

（
住
宅
課
）
…
…
…
五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

平 成 年
月 日

（火曜日）

山
口
県
告
示
第
百
六
十
七
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五

指
定
訪
問
看
護
事
業
者

名

称

主
た
る
事

の
所
在
地

株
式
会
社
オ
ー
ル

ケ
ア
ー

防
府
市
大

三
七
一
の

新
南
陽
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

ゆ
ん
脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

き
ら
ら
下
松
歯
科
医
院

さ
き
も
と
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

蕗
の
と
う
薬
局

フ
タ
ミ
薬
局

い
く
も
薬
局
八
王
子
店

岩
国
さ
く
ら
薬
局

オ
リ
ー
ブ
薬
局
徳
山
中
央
店

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十

医

療

名

称

有
好
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

よ
し
き
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

す
え
な
が
内
科
在
宅
診
療
所

告

山
口
県
告
示
第
百
六
十
六
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五

た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機

年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十

等

訪
問
看
護
ス
テ
ー

務
所

名

称

所

字
田
島

六

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
オ
ー
ル
ケ

ア
ー

防丁号

周
南
市
政
所
一
丁
目
一
三
番
一

〃

二
番
町
一
丁
目
四
番
三

下
松
市
西
柳
一
丁
目
一
五
五
四

岩
国
市
山
手
町
一
丁
目
二
番
一

山
口
市
鰐
石
町
二
九
二
の
五

防
府
市
大
崎
四
六
〇
の
一

〃

八
王
子
二
丁
目
一
一
番

岩
国
市
室
の
木
町
一
丁
目
一
番

周
南
市
二
番
町
一
丁
目
四
番
三

三
日

山
口

機

関

所

在

宇
部
市
東
梶
返
三
丁
目
九
番
二

山
口
市
吉
敷
中
東
三
丁
目
一
七

号〃

鰐
石
町
一
番
一
二
号

示

年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十

関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

一

五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

シ
ョ
ン
等

指
定
年
月
日

在

地

府
市
沖
今
宿
一

目
一
八
番
二
〇

平
成
二
五
、

二
、

四
号

〃

〃

号

〃

〃

の
三

〃

三
、

六
号

〃

四
、

〃

〃

平
成
二
四
、
一
〇
、

一
九
号

平
成
二
五
、

三
、

一
〇
号

〃

四
、

号

〃

〃

県
知
事

山

本

繁
太
郎

指

定

年

月

日

地
一
号

平
成
二
五
、

四
、

番
二
二

〃

〃

〃

〃

九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助

四 一 〃〃〃〃〃〃〃〃〃 一〃〃 の

告

示



平

か
ら

成 年 月 日 火曜日

土
美
祢

山
森

山 口

名
株
式

日
立

山
土

区
の

（定期）県 報

山
次

一
項

第 号

十
九

た
。施氏沖

中
保
安
林
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日

地
改
良
区
の
名
称

市
山
中
・
杉
谷
土
地
改
良
区

口
県
告
示
第
百
七
十
号

林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二

称

会
社
日
立
製
作
所
笠
戸
事
業
所
付

病
院

口
県
告
示
第
百
六
十
九
号

地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

設
立
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

口
県
告
示
第
百
六
十
八
号

の
医
療
機
関
は
、
救
急
病
院
等
を

に
規
定
す
る
病
院
で
な
く
な
っ
た

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日

条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日

施

術
者
の

名

名

称

一
彦

南
岩
国
整
骨
院

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ

山
口
県
知

認
可
年
月
日

平
成
二
五
、

四
、
一

百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の

所

在

属

下
松
市
古
川
町
三
丁
目
一

第
百
九
十
五
号
）
第
十
条
第
一

定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年

。

山
口
県
知

の
た
め
の
施
術
を
担
当
さ
せ
る
施

山
口
県
知

術

所

所

在

地

岩
国
市
南
岩
国
町
三
丁
目
二
七

三
三

一
号

た
。

事

山

本

繁
太
郎

五規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

地

番
一
号

項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
改
良

厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第

事

山

本

繁
太
郎

術
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し

事

山

本

繁
太
郎

指

定

年

月

日

番

平
成
二
五
、

三
、
一
五

山
口
市
下
小

字
狼

（
以
上
四
筆
に
つ
い
て

防
府
市
大
字
切
畑
字
斧
磨

の
六
、
四
四
〇
、
大
字
奈
美

八
三
の
一
、
二
八
四
の
一
、

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の

産
部
森
林
整
備
課
及
び
山
口
市

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在

山
口
市
下
小

字
狼
谷
八

字
北
野
一
六
二
二
、
一
六
二

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て

山
口
市
徳
地
柚
木
字

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と

４

間
伐
に
係
る
森
林
は

立
木
の
伐
採
の
限
度
並

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

山
口
市
徳
地
柚
木
字
迫

の
二
、
一
二
五
九
の
三
、
一一

谷
八
九
八
・
字
岡
田
一
六
一
三
・

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

一
二
九
の
六
、
一
二
九
の
七
、
一

字
松
ケ
谷
二
七
三
、
二
八
〇
の
一

二
八
五
の
一
、
二
九
八
か
ら
三
〇

は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図

経
済
産
業
部
農
林
政
策
課
に
備
え

場
所

九
八
、
字
小
峠
九
〇
六
、
九
〇
七

三
、
一
六
二
四
の
二
、
一
六
二
六

は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

迫
一
二
五
九
の
三
（
次
の
図
に
示

い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
山

す
る
。

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹

三
日

山
口

場
所

二
四
九
、
一
二
五
〇
、
一
二
五

二
六
〇
の
一
、
一
二
六
〇
の
四
一、

字
北
野
一
六
二
四
の
二
・
一
六
二

三
三
の
二
、
一
三
三
の
四
、
一
三

、
二
八
一
の
一
、
二
八
二
の
一
、

一
ま
で

面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

、
字
岡
田
一
六
一
三
、
一
六
一
七

の
二
、
一
六
二
七
、
一
六
二
八
の

す
部
分
に
限
る
。
）

定
め
な
い
。

口
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

種 県
知
事

山

本

繁
太
郎

の
一
、
一
二
五
八
の
一
、
一
二

一
二
六
〇
の
五

五

二

七 三二 水、一 準 八



平成 年 月 日 火曜日

二山
都

画
及そ

び
山

山 口 県

画
道そ

え
置

一

（定期）報

産
部

山
都

第 号

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日

変
更
の
内
容

区
域
及
び
構
造
の
変
更

口
県
告
示
第
百
七
十
二
号

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

び
山
口
都
市
計
画
下
水
道
を
次
の

の
関
係
図
書
は
、
山
口
県
土
木
建

口
市
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に

路
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

の
関
係
図
書
は
、
山
口
県
土
木
建

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

下
関
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
十

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り

森
林
整
備
課
及
び
関
係
市
役
所
に

口
県
告
示
第
百
七
十
一
号

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

防
府
市
大
字
切
畑
字
斧
磨
一

字
奈
美
字
松
ケ
谷
二
七
三
・
二

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の

山
口
県
知

第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項

と
お
り
変
更
し
た
。

築
部
都
市
計
画
課
、
宇
部
市
土

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

築
部
都
市
計
画
課
及
び
下
関
市

山
口
県
知

八
高
尾
旭
線

栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項

二
九
の
七
・
一
三
三
の
二
・
一

八
一
の
一
・
二
八
四
の
一
・
三

、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め

と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立

標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す

と
お
り
と
す
る
。

事

山

本

繁
太
郎

の
規
定
に
よ
り
、
宇
部
都
市
計

木
建
築
部
都
市
政
策
推
進
課
及

都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
備

事

山

本

繁
太
郎

び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

）の
規
定
に
よ
り
、
下
関
都
市
計

三
三
の
四
・
一
三
三
の
六
・
大

〇
一
（
以
上
八
筆
に
つ
い
て
次

な
い
。

木
の
所
在
す
る
市
町
に
係
る
市

る
。

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

粭
島

、
徳
山

山
口
県
告
示
第
百
七
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
六
項

二
十
四
年
山
口
県
告
示
第
三
百

除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十

生
野
屋
西

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
六
項

二
十
三
年
山
口
県
告
示
第
百
三

解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名

宇
部
都
市
計
画
及
び
山
口

二

変
更
の
内
容

施
設
の
位
置
及
び
区
域
の

山
口
県
告
示
第
百
七
十
三
号け

る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進

の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒

十
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域

三
日

山
口

な
る
自
然
現
象
の
種
類

、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築

る
。
）

け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進

の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒

十
八
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区

三
日

山
口

称都
市
計
画
下
水
道
宇
部
市
、
山
口

変
更

三

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法

区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平

に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り

県
知
事

山

本

繁
太
郎

部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法

区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平

域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お

県
知
事

山

本

繁
太
郎

市
公
共
下
水
道

律成解 木 律成り



平成 年 月 日 火曜日

一二三港
湾

山 口

二三課
に

（定期）県 報

山
土

第
五

る
。

一

第 号

二三港
湾

区
域
の
名
称

粭
島

、
徳
山

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

生
野
屋
西

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

口
県
告
示
第
百
七
十
五
号

砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土

十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日

区
域
の
名
称

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

然
現
象
の
種
類

図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂

。
）

然
現
象
の
種
類

図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂

砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関

定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

山
口
県
知

然
現
象
の
種
類

図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂

。
）

防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

と
し
て
次
の
区
域
を
指
定
す

事

山

本

繁
太
郎

防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

粭
島

、
徳
山

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し

山
口
県
告
示
第
百
七
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お

第
五
十
七
号
）
第
八
条
第
八
項

（
平
成
二
十
四
年
山
口
県
告
示

を
次
の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

生
野
屋
西

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

山
口
県
告
示
第
百
七
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お

第
五
十
七
号
）
第
八
条
第
八
項

（
平
成
二
十
三
年
山
口
県
告
示

を
次
の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十

供
す
る
。
）

山
口

な
る
自
然
現
象
の
種
類

、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築

け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進

の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別

第
三
百
十
一
号
）
に
よ
り
指
定
さ

三
日

な
る
自
然
現
象
の
種
類

、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築

る
。
）

け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進

の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別

第
百
三
十
九
号
）
に
よ
り
指
定
さ

三
日

山
口

県
知
事

山

本

繁
太
郎

部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法

警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告

れ
た
区
域
の
全
部
に
つ
い
て
の
指

部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法

警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告

れ
た
区
域
の
全
部
に
つ
い
て
の
指

県
知
事

山

本

繁
太
郎

四

川 律示定 木 律示定



平成

山
公

年 月 日 火曜日

三四港
湾

山 口 県

課
に

一二

（定期）報

一二三四

第 号

山
土

第
五

す
る口

県
告
示
第
百
七
十
九
号

営
住
宅
法
施
行
令
第
二
条
第
一
項

次
の
図
の
と
お
り

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自

急
傾
斜
地
の
崩
壊

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

区
域
の
名
称

粭
島

、
徳
山

区
域
の
範
囲

区
域
の
名
称

生
野
屋
西

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自

急
傾
斜
地
の
崩
壊

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な

口
県
告
示
第
百
七
十
八
号

砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土

十
七
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定

。平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日

第
四
号
の
規
定
に
よ
り
定
め
る

然
現
象
の
種
類

衝
撃
に
関
す
る
事
項

図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂

。
）

図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂

山
口
県
知

然
現
象
の
種
類

衝
撃
に
関
す
る
事
項

砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関

に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒

数
値
に
関
す
る
告
示
（
平
成
九

防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

事

山

本

繁
太
郎

す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

区
域
と
し
て
次
の
区
域
を
指
定

中
「
〇
・
八
一
」
を
「
〇
・
八

を
「
〇
・
九
九
」
に
改
め
、
同

西
田
中
県
営
住
宅

表
大
平
山
県
営
住
宅
の
項
中

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

川
中
東
部
県
営
住
宅

表
彦
島
迫
町
県
営
住
宅
の
項

宅
の
項
中
「
〇
・
九
二
」
を
「

「
〇
・
九
八
」
に
改
め
、
同
表

同
表
大
内
御
堀
県
営
住
宅
の
項

項
及
び
恋
路
県
営
住
宅
の
項
中

「
一
四
号
棟
か
ら
二
二
号
棟
ま
で

二
三
号
棟

を
「
〇
・
八
七
」
に
改
め
、
同

め
、
同
表
川
中
東
部
県
営
住
宅

年
山
口
県
告
示
第
三
百
二
十
一

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十

表
稗
田
県
営
住
宅
の
項
中

「
一
四
号
棟
か
ら
二
二
号
棟
ま
で

〇
」
に
改
め
、
同
表
第
二
無
田
ケ

表
西
田
中
県
営
住
宅
の
項
を
次
の

棟
か
ら

棟
ま
で

棟
及
び

棟

「
〇
・
九
七
」
を
「
〇
・
九
六
」

棟
か
ら

棟
ま
で

中
「
〇
・
八
三
」
を
「
〇
・
八
二

〇
・
九
一
」
に
改
め
、
同
表
中
野

西
大
橋
県
営
住
宅
の
項
中
「
〇
・

中
「
〇
・
八
一
」
を
「
〇
・
八
〇

「
〇
・
九
一
」
を
「
〇
・
九
〇
」

表
綾
羅
木
県
営
住
宅
の
項
中
「
〇

の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

棟
か
ら

棟
ま
で

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

三
日

山
口

五

原
県
営
住
宅
の
項
中
「
一
・
〇
〇

よ
う
に
改
め
る
。

〇
・
八

〇
・
八

に
改
め
、
同
表
大
道
県
営
住
宅
の

〇
・
八

」
に
改
め
、
同
表
安
岡
駅
前
県
営

県
営
住
宅
の
項
中
「
〇
・
九
九
」

八
二
」
を
「
〇
・
八
一
」
に
改
め

」
に
改
め
、
同
表
平
川
県
営
住
宅

に
改
め
、
同
表
平
井
県
営
住
宅
の

〇
・
九
二

〇
・
九
三
」

に
、
「
〇
・
八
八

・
六
〇
」
を
「
〇
・
五
九
」
に

〇
・
八

す
る
。

県
知
事

山

本

繁
太
郎

〇
・
九
二

」
を

」七一項 二住を、の項 」改八



平

に
改

改
め

成 年 月 日 火曜日

表
中六

〇
をめ

、

山 口

「
〇

四
」

「
〇

同
表

項
中

よ
う

（定期）県 報

「を同
表

及
び

第 号

表
項
中

「

め
、
同
表
周
陽
県
営
住
宅
の
項
及

、
同
表
古
開
作
県
営
住
宅
の
項
中

宮

野

県

営

住

宅

三
号
棟

大
迫
田
県
営
住
宅
の
項
中
「
〇
・

「
〇
・
五
七
」
を
「
〇
・
五
六
」
に

」
に
、
「
〇
・
七
三
」
を
「
〇
・

「
〇
・
七
五
」
に
改
め
、
同
表
富

同
表
新
堤
県
営
住
宅
の
項
及
び
第

・
八
七
」
を
「
〇
・
八
六
」
に
改

に
、
「
〇
・
九
七
」
を
「
〇
・
九

・
九
六
」
に
改
め
、
同
表
東
深
川

中
の
塚
県
営
住
宅
の
項
中
「
〇
・

「

棟
ま
で
、

棟
及
び

棟
」

に
改
め
る
。

一
号
棟
及

三
号
棟
及
び
三
一
号
棟

二
号
棟

三
号
棟
及
び
三
一
号
棟

「
〇
・
五
九
」
に
改
め
、
同
表
花
岡

萩
谷
県
営
住
宅
の
項
中
「
〇
・
八

黒
磯
県
営
住
宅
の
項
中
「
〇
・
八

棟

大

道

県

営

住

宅

棟
及
び

北
山
手
県
営
住
宅
の
項
中
「
〇
・

「
〇
・
八
一
」
を
「
〇
・
八
〇
」

び
大
内
県
営
住
宅
の
項
中
「
〇

「
〇
・
九
九
」
を
「
〇
・
九
八

八
六
」
を
「
〇
・
八
五
」
に
改

改
め
、
同
表
慶
万
県
営
住
宅
の

七
二
」
に
改
め
、
同
表
西
桝
県

田
東
県
営
住
宅
の
項
中
「
〇
・
七

二
金
剛
山
県
営
住
宅
の
項
中
「

め
、
同
表
亀
山
県
営
住
宅
の
項

六
」
に
改
め
、
同
表
和
田
県
営

県
営
住
宅
の
項
中
「
〇
・
九
二

九
七
」
を
「
〇
・
九
六
」
に
改

を
「

棟
ま
で
」
に
改
め
、
同

び
二
号
棟

〇
・

〇
・

〇
・

県
営
住
宅
の
項
中
「
〇
・
九
二

五
」
を
「
〇
・
八
四
」
に
改
め

六
」
を
「
〇
・
八
五
」
に
改
め

棟
九
六
」
を
「
〇
・
九
五
」
に
改

に
改
め
、
同
表
旗
岡
県
営
住
宅

・
八
八
」
を
「
〇
・
八
七
」
に

」
に
改
め
、
同
表
桜
山
県
営
住

〇
・
八
七

め
、
同
表
舞
車
県
営
住
宅
の
項

項
中
「
〇
・
六
一
」
を
「
〇
・

営
住
宅
の
項
中
「
〇
・
七
六
」

九
」
を
「
〇
・
七
八
」
に
改

〇
・
八
七
」
を
「
〇
・
八
六
」

中
「
〇
・
九
五
」
を
「
〇
・
九

住
宅
の
項
中
「
〇
・
九
七
」
を

」
を
「
〇
・
九
一
」
に
改
め
、

め
、
同
表
新
庄
北
県
営
住
宅
の

表
宮
野
県
営
住
宅
の
項
を
次
の

〇
・
九
三

九
二

」
を

九
二

九
一

」
に
、
「
〇
・
六
〇
」

」
を
「
〇
・
九
一
」
に
改
め
、

、
同
表
浪
の
浦
県
営
住
宅
の
項

、
同
表
今
津
県
営
住
宅
の
項
中

〇
・
八
三

〇
・
八
七

め
、
同
表
生
野
屋
県
営
住
宅
の

の
項
中

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

給
油
取
扱
所
に
お
い
て

日

平
成
二
五
、

七
、

三

〃

〃

五

〃

〃

一
九

〃

〃

二
三

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法

十
五
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十

一

受
講
対
象
者

消
防
法
第
十
三
条
の
二
十

扱
作
業
に
従
事
す
る
危
険
物

表
稗
田
県
営
住
宅
の
項
中
「

二
」
を
「
七
八
」
に
改
め
、
同

公

（
一
二
〇
）
平
成
二
十
五
年
度

宅
の
項
中
「
〇
・
九
七
」
を
「

山
口
県
告
示
第
百
八
十
号

県
営
住
宅
の
構
造
及
び
戸
数

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十

山
口
宇
部
農

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る

時

場

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

光
地
区
消
防

〃

下
関
市
消
防

〃

周
南
市
鼓
海

公
益
財
団
法

タ
ー

〃

宇
部
市
大
字

律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
三
条
の

講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

三
日

山
口

三
に
規
定
す
る
製
造
所
、
貯
蔵
所

取
扱
者

山
口

二
〇
六
」
を
「
二
三
六
」
に
改
め

表
新
庄
北
県
営
住
宅
の
項
中
「
二

告

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
の
実
施

〇
・
九
六
」
に
改
め
る
。

に
関
す
る
告
示
（
平
成
十
年
山
口

三
日

業
協
同
組
合

危
険
物
取
扱
者
に
対
す
る
講
習

所

組
合
消
防
本
部

訓
練
セ
ン
タ
ー

二
丁
目
一
一
八
の
二
四

人
周
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

川
上
七
四

二
十
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

。県
知
事

山

本

繁
太
郎

又
は
取
扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の

県
知
事

山

本

繁
太
郎

、
同
表
旗
岡
県
営
住
宅
の
項
中
「

九
」
を
「
五
四
」
に
改
め
る
。

県
告
示
第
二
百
三
十
七
号
）
の
一

六

ン 二取 四 部

公

告



平成 年 月 日 火曜日 山 口 県 （定期）報 第 号

〃

〃

二
五

〃

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る

日

平
成
二
五
、

七
、
一
二

午
後

午
後

〃

〃

一
九

〃

〃

〃

二
三

〃

〃

〃

二
四

〃

〃

〃

一
二

〃

〃

〃

一
三

〃

〃

一
〇
、

九

〃

〃

〃

一
一

〃

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防

定
す
る
特
定
事
業
所
に
お
け
る
危

正
午

〃

〃

二
二

〃

〃

〃

二
三

〃

〃

〃

二
九

午
後
午
後

〃

九
、
一
〇

午
前

正
午

〃

〃

二
四

〃

〃

八
、

一

〃

〃

〃

七

〃

〃

〃

八

午
後
午
後

〃

〃

一
九

午
前

中
国
電
力
株
式
会

山
口
県
民
文
化
ホ

危
険
物
取
扱
者
に
対
す
る
講
習

時

場

一
時
か
ら

四
時
ま
で

周
南
市
新
南
陽
ふ

周
南
市
鼓
海
二
丁

公
益
財
団
法
人
周

タ
ー

宇
部
市
大
字
川
上

山
口
宇
部
農
業
協

下
松
市
大
字
平
田

阿
武
郡
阿
武
町
大

山
口
県
漁
業
協
同

柳
井
市
柳
井
一
五

中
国
電
力
株
式
会

周
南
市
鼓
海
二
丁

公
益
財
団
法
人
周

タ
ー

萩
市
消
防
本
部

止
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
八

険
物
施
設
（

に
掲
げ
る
危
険

ま
で

角
島
漁
業
協
同
組

山
口
市
大
手
町
二

山
口
県
教
育
会
館

長
門
市
三
隅
下
三

山
口
県
漁
業
協
同

一
時
か
ら

四
時
ま
で

防
府
市
八
王
子
二

公
益
財
団
法
人
山

振
興
セ
ン
タ
ー

九
時
か
ら

ま
で

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

下
松
市
大
字
平
田

中
国
電
力
株
式
会

下
関
市
消
防
訓
練

長
門
市
東
深
川
一

山
口
県
漁
業
協
同

一
時
か
ら

四
時
ま
で

山
口
県
民
文
化
ホ

九
時
か
ら

下
関
市
豊
北
町
大

社
下
松
発
電
所

ー
ル
い
わ
く
に

所

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

目
一
一
八
の
二
四

南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

七
四

同
組
合

四
八
四

字
奈
古
二
七
四
七

組
合
奈
古
支
店

七
八
の
八

社
柳
井
発
電
所

目
一
一
八
の
二
四

南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

十
四
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規

物
施
設
を
除
く
。
）
に
お
い
て

合番
一
八
号

七
〇
九
の
三

組
合
野
波
瀬
支
店

丁
目
八
番
九
号

口
・
防
府
地
域
工
芸
地
場
産
業

四
八
四

社
下
松
発
電
所

セ
ン
タ
ー

一
一
一
の
二

組
合
湊
支
店

ー
ル
い
わ
く
に

字
角
島
二
一
七
一
の
三

〃

〃

一
一

〃

八
、

二

〃

九
、

三

〃

〃

四

〃

〃

五

〃

〃

六

〃

〃

二
九

及
び

に
掲
げ
る
危

す
る
危
険
物
取
扱
者
に
対

日

平
成
二
五
、

七
、

三

〃

〃

五

〃

〃

三
〇

〃

九
、

五

〃

〃

二
七

〃

一
〇
、

九

〃

〃

二
二

〃

〃

二
三

〃

〃

二
六

〃

八
、

六

〃

〃

九

〃

〃

二
七

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

下
松
市
大
字

中
国
電
力
株

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

光
市
大
字
光

武
田
薬
品
工

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

美
祢
市
大
嶺

美
祢
勤
労
者

〃

防
府
市
八
王

公
益
財
団
法

振
興
セ
ン
タ

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

周
南
市
鼓
海

公
益
財
団
法

タ
ー

〃

光
地
区
消
防

正
午
ま
で

西
部
石
油
株

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

宇
部
市
大
字

山
口
宇
部
農

険
物
施
設
以
外
の
危
険
物
施
設
に

す
る
講
習時

場

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

光
地
区
消
防

〃

下
関
市
消
防

〃

周
南
市
新
南

〃

周
南
市
鼓
海

公
益
財
団
法

タ
ー

〃

周
南
市
新
南

〃

周
南
市
鼓
海

公
益
財
団
法

タ
ー

〃

周
南
市
新
南

午
前
九
時
か
ら

山
陽
小
野
田

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

玖
珂
郡
和
木

三
井
化
学
株

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

周
南
市
新
南

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

玖
珂
郡
和
木

三
井
化
学
株

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

山
口
県
民
文

七

平
田
四
八
四

式
会
社
下
松
発
電
所

井
四
七
二
〇

業
株
式
会
社
光
工
場

町
東
分
四
一
八
の
八

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

子
二
丁
目
八
番
九
号

人
山
口
・
防
府
地
域
工
芸
地
場
産

ー二
丁
目
一
一
八
の
二
四

人
周
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

組
合
消
防
本
部

式
会
社
山
口
製
油
所

川
上
七
四

業
協
同
組
合

お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従

所

組
合
消
防
本
部

訓
練
セ
ン
タ
ー

陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

二
丁
目
一
一
八
の
二
四

人
周
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

二
丁
目
一
一
八
の
二
四

人
周
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

市
大
字
西
沖
五

町
和
木
六
丁
目
一
番
二
号

式
会
社
岩
国
大
竹
工
場

陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

町
和
木
六
丁
目
一
番
二
号

式
会
社
岩
国
大
竹
工
場

化
ホ
ー
ル
い
わ
く
に

業ン 事 ンン



平成 年 月 日 火曜日

入
六

部六九分

山 口

三
こ

四五

（定期）県 報 第 号

証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と

そ
の
他

受
講
案
内
、
受
講
申
請
書
等
の
請

、
山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口

〇
）
又
は
一
般
社
団
法
人
山
口
県

）
に
す
る
こ
と
。
郵
便
で
問
い
合

の
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返

受
講
申
請
書
の
提
出
期
限
及
び
提

各
講
習
実
施
日
の
二
十
日
前
ま
で

（
郵
便
番
号
七
五
三

〇
八
二
一
）

と
。

提
出
書
類

受
講
申
請
書

受
講
手
数
料

四
千
七
百
円
に
相
当
す
る
山
口
県

〃

〃

二
九

〃

〃

一
一
、

八

〃

〃

〃

二
一

午
後
午
後

〃

〃

二
二

午
前
正
午

〃

〃

二
六

午
後
午
後

〃

〃

二
〇

〃

〃

〃

二
五

〃

〃

一
〇
、

四

午
前

正
午

〃

〃

八

午
後
午
後

〃

〃

一
〇

午
前
正
午

。求
及
び
こ
の
講
習
に
つ
い
て
の

県
総
務
部
防
災
危
機
管
理
課
（

危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
（
電

わ
せ
る
場
合
は
、
往
復
は
が
き

信
用
封
筒
を
同
封
の
上
す
る
こ

出
先

に
、
最
寄
り
の
消
防
本
部
又
は

一
般
社
団
法
人
山
口
県
危
険
物

収
入
証
紙
を
受
講
申
請
書
の
所

宇
部
市
大
字
川
上

山
口
宇
部
農
業
協

萩
市
消
防
本
部

一
時
か
ら

四
時
ま
で

防
府
市
八
王
子
二

公
益
財
団
法
人
山

振
興
セ
ン
タ
ー

九
時
か
ら

ま
で

山
口
市
大
手
町
二

山
口
県
教
育
会
館

一
時
か
ら

四
時
ま
で

宇
部
・
山
陽
小
野

タ
ー

山
口
県
民
文
化
ホ

宇
部
・
山
陽
小
野

タ
ー

九
時
か
ら

ま
で

下
関
市
消
防
訓
練

一
時
か
ら

四
時
ま
で

宇
部
・
山
陽
小
野

タ
ー

九
時
か
ら

ま
で

柳
井
市
柳
井
一
五

中
国
電
力
株
式
会

問
合
せ
は
、
最
寄
り
の
消
防
本

電
話
〇
八
三

九
三
三

二
三

話
〇
八
三

九
二
三

七
七
九

を
使
用
す
る
か
、
又
は
八
十
円

と
。

山
口
市
葵
二
丁
目
五
番
六
九
号

安
全
協
会
連
合
会
に
提
出
す
る

定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収

七
四
同
組
合

丁
目
八
番
九
号

口
・
防
府
地
域
工
芸
地
場
産
業

番
一
八
号

田
消
防
局
消
防
訓
練
研
修
セ
ン

ー
ル
い
わ
く
に

田
消
防
局
消
防
訓
練
研
修
セ
ン

セ
ン
タ
ー

田
消
防
局
消
防
訓
練
研
修
セ
ン

七
八
の
八

社
柳
井
発
電
所

下
関
市
綾
羅
木
本
町
三
丁

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
山
口

通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量

二

作
業
の
地
域

基
本
測
量
（
空
中
写
真
撮

二

作
業
の
地
域

下
関
市
、
宇
部
市
、
山
口

三

作
業
の
期
間

平
成
二
十
五
年
二
月
八
日

（
一
二
二
）
公
共
測
量
の
実
施

二

作
業
の
地
域

防
府
市
、
下
松
市
、
岩
国

上
関
町
、
田
布
施
町
及
び
平

三

作
業
の
期
間

平
成
二
十
四
年
三
月
十
四

一

作
業
の
種
類

（
一
二
一
）
基
本
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十

一

作
業
の
種
類

基
本
測
量
（
精
密
地
形
調

目
、
綾
羅
木
本
町
九
丁
目
、
綾
羅

律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条

地
方
法
務
局
長
か
ら
次
の
と
お
り

三
日

山
口

） 影
）

市
、
美
祢
市
及
び
山
陽
小
野
田
市

か
ら
同
年
三
月
二
十
九
日
ま
で

の
終
了

市
、
光
市
、
柳
井
市
、
周
南
市
、

生
町

日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十

の
終
了

律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第

り
基
本
測
量
の
実
施
を
終
了
し
た

三
日

山
口

査
）

木
南
町
一
丁
目
及
び
古
屋
町
一
丁

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四

公
共
測
量
の
実
施
を
終
了
し
た
旨

県
知
事

山

本

繁
太
郎

大
島
郡
周
防
大
島
町
並
び
に
熊
毛

一
日
ま
で

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通

旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

県
知
事

山

本

繁
太
郎

八

目 条の 郡 省



平成

田
中

年 月 日 火曜日

岡
本

杉
本

鶴
岡

山
近

岡
田

山 口 県

有
田

北
本

中
村

山
元

網
戸

（定期）報

労
四
月氏大

田

第 号

三公

宇
部
興
産
株
式
会
社
相

一
郎

山
口
県
労
働
委
員
会
使

山
口
県
経
営
者
協
会
専

マ
ツ
ダ
労
働
組
合
副
執

博
之

山
口
県
労
働
委
員
会
労

全
日
本
自
治
団
体
労
働

郁
夫

山
口
県
労
働
委
員
会
労

日
本
労
働
組
合
総
連
合

純
枝

山
口
県
労
働
委
員
会
労

日
本
労
働
組
合
総
連
合

和
浩

山
口
県
労
働
委
員
会
労

日
本
労
働
組
合
総
連
合

和
彦

山
口
県
労
働
委
員
会
使

弁
護
士

謙
司

山
口
県
労
働
委
員
会
公

西
南
学
院
大
学
法
学
部

時
枝

山
口
県
労
働
委
員
会
公

税
理
士

友
次
郎

山
口
県
労
働
委
員
会
公

弁
護
士

浩

山
口
県
労
働
委
員
会
公

弁
護
士

茂

山
口
県
労
働
委
員
会
労

山
口
県
労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ

働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年

十
一
日
現
在
の
山
口
県
労
働
委
員

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日

名

略

明
登

山
口
県
労
働
委
員
会
公

作
業
の
期
間

平
成
二
十
四
年
十
二
月
五
日
か
ら

労

働

委

告

談
役

用
者
委
員

務
理
事

行
委
員
長

働
者
委
員

組
合
山
口
県
本
部
執
行
委
員
長

働
者
委
員

会
山
口
県
連
合
会
会
長

働
者
委
員

会
山
口
県
連
合
会
常
任
執
行
委

働
者
委
員

会
山
口
県
連
合
会
事
務
局
長

用
者
委
員

益
委
員

教
授

益
委
員

益
委
員

益
委
員

働
者
委
員

ん
員
候
補
者

法
律
第
二
十
五
号
）
第
十
条
の

会
の
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
は
、

山
口
県
労
働
委
員
会
会

益
委
員

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
六
日

員

会

員 規
定
に
基
づ
く
平
成
二
十
五
年

次
の
と
お
り
で
す
。

長

大

田

明

登

歴
ま
で

石
光

公
宏

山
口
県
労
働
委

羽
嶋

等

山
口
県
労
働
委

防
府
鉄
工
業
協

正
木

宏
明

山
口
県
労
働
委

株
式
会
社
ト
ク

松
浦

秀
子

山
口
県
労
働
委

日
新
運
輸
工
業

山
田

義
裕

前
山
口
県
労
働

秋
本

泰
治

山
口
県
労
働
委

員
会
事
務
局
次
長

員
会
使
用
者
委
員

同
組
合
理
事
長

員
会
使
用
者
委
員

ヤ
マ
顧
問

員
会
使
用
者
委
員

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

委
員
会
使
用
者
委
員

員
会
事
務
局
長

九

労

働

委

員

会



平
成
二

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日
印
刷

十
五
年
四
月
二
十
三
日
発
行

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口
県
県

庁
知
事


